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パネルディスカッション 

グローバル化戦略：持続可能な世界をめざして 

 
【加藤】 加藤でございます。実はまったく打ち合わせ

もしておりません。ですから気楽に自由に楽しくやれれ

ばと思っております。では、最初に石倉さんのお考えを

話しいただいて、その上で議論していきたいと思います。 

 

【石倉】 青山学院大学国際政治経済学部の石倉でござ

います。どうぞよろしく。私が今、興味を持っているの

は、グローバル化、企業のグローバル戦略です。特に情

報通信がこれだけ進歩する中で新しい企業経営はどう

いうものなのか、われわれの新しい働き方とはどんなも

のか、に関心を持っています。業界としては、情報通信

やヘルスケアなど、情報技術が非常に重要性を持つ業界

を研究しています。国家の役割とか、政府の役割とか、

個人の役割とか、企業の役割とか、いろいろお話が出ました

が、私は経営戦略が専門であることもあって、企業の役割が

やはり大きいと思っています。 

 ここで大きな役割を果たす企業というのは、必ずしも大企

業とか、今まであった企業ではなくて、インターネットなど

を活用する各種のベンチャーを指しています。先程、留学生

の方々のお話にもありままりかかわりなく、新しいアイデア

を持った企業がどんどん出てくる、そしてそれが大きな役割

を果たす、と思います。 

 それでは、グローバル化を進め、持続可能な世界を作る上

で、どうやって主要な役割を果たすかというと、その鍵はイ

ノベーションだと思います。それも１回限りのすごいホーム

ランのようなイノベーションより、常により新しいアイデア

を出し、新しいやり方を考えていくというイノベーションの

意義が大きいと最近は思っています。ブレークスルー的なイ

ノベーションももちろん価値がありますが、イノベーション

は続けていくことにこそ重要性があると考えるのです。そし

て、イノベーションを続けていくためには、切磋琢磨、競争

が非常に大事だと思っております。その意味では、世界での

競争にさらされている企業が強いのは当然かなと思ってい

ます。 

 

 先程、グローバル化、ボーダーレス化、情報通信、それか

らリアルタイムで情報がすぐに波及してしまうという話が

出ましたが、それと同時に、地域的に近い所にいる仲間、競

争相手、顧客などが重要です。イノベーションには、身近に

いる人が重要な役割を果たします。新しいアイデアが生まれ

た時にその場でちょっと相談できる人がいる、もっとこうし

たら良いとはっぱをかけてくれる人がいる、また新しい実験

をしたいときに、一緒にやってくれる仲間がいる、というの

は非常に重要です。 

 これは私の先生でもあるハーバード大学のマイケル・ポー

ターが最近よく言っているクラスターという考え方です。先

程、出たコミュニティの考え方と近いともいえます。クラス

ター理論では、これだけボーダーレス化が進んだ世の中にお

いても、非常に優れた企業というのは１カ所に集積している。

例えばアメリカのシリコンバレーであり、ハリウッドであり、

イタリアのファッションなどがそうです。本当は、これだけ

情報通信が進めば、世界のどこにいてもそれほど違いがなく、

良さそうなものだけれど、やはり周囲から刺激を受け、支援

をしてくれる地域に優れた企業が集まっている。このように

優れた産業集積であるクラスターを分析すると、世界のどこ

にあっても、そのクラスターには４つの共通要因がある。そ

の要因とは、業界が必要とする資源や資金など供給サイドの

要素条件、その業界をめぐる支援関連業界、その業界自体の

競争状況、それにその業界の作り出す製品やサービスを求め

る需要条件の４つです。この４つの要因がイノベーションを

奨励し、それが次ぎからつぎへと新しいものを生んで、クラ

スターを構成していくわけです。 

 多分これは、情報技術では解決できない人脈とか、近くに

いることのメリットを示していると思います。 
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 ここでいう身近な仲間というのは、企業だけに限りません。

企業に常にイノベーションをしてもらうように刺激やプレ

ッシャーを与える消費者の役割も、非常に重要になります。

例えば、デジタル家電の世界では、日本の業界は多分国際競

争力をとりもどすだろうと言われています。日本は、家電一

般には比較的強いのですが、それは日本の消費者の要求度が

高いからです。「もっと良いものはできないのか？」という

需要サイドからの刺激が非常に高いことが、日本の消費者向

け電子品の競争力が高い一つの要因なのです。 

 私たちは、消費者として、新しいもの、また、例えば環境

に優しいものなど、それが少し高くてもそれなりに評価して

買う、そしてそのようなイノベーションをしている企業を支

援する、さらに良いものを求め、次から次へ、企業がイノベ

ーションを続けるように刺激を与える必要があるわけです。

私たち一般の人も、ただイノベーションを待っているだけで

は駄目で、積極的に目に見える形でイノベーションを奨励し

ていかないと、これからの世界は良い方向に向かないと思い

ます。 

 そういう意味で言いますと、常に今までの行動パターンと

か、今までの既得権益にこだわることなく、新しいものでも

良いものがあれば、頭から拒否しないで一応使ってみるとか。

最初は高いとか、今までのものと違って使いにくいと思って

も、その時期を耐えることも必要なのではないかと思います。 

 それから先程、お話にあった中で私が幾分懸念しているの

は 国籍にこだわることです。特に組織とか、個人とか、企

業の場合に、国籍がどこまで重要なのか、個人的にはかなり

疑問を持っています。個人も企業も国籍はありますし、国籍

はアイデンティティとして非常に重要であることは間違い

ありません。しかし、国という枠組みだけで考えていると、

日本は何ができるのかとか、日本全体でどうなのかとか、そ

ういうことにとらわれてしまいます。 イノベーションは自

由で斬新な発想から生まれます。その中で、あまり今までの

枠組みにとらわれると、かえってイノベーションは出てこな

いのではないでしょうか。 

 これからのイノベーションは、昔のように簡単な話ではな

いでしょう。環境とバランスした新しい商品というイノベー

ションも、従来のイノベーションよりかなり難しくなるでし

ょう。、どんなアイデアでも、どこからのアイデアでも、ど

んなことでもやってみるというアプローチをとらないと何

も始まらないでしょう。 

 その意味では、クラスターのことを申し上げましたが、、

クラスターも「国」という枠組みにこだわったものではあり

ません。今までの区分だからといって、国籍にこだわるとい

うのは本当に良いことなのかなと、一つ疑問点として申し上

げたいと思います。 

 

【加藤】 ありがとうございます。先程、榊原さんと４人の

留学生から話をしていただいたわけです。榊原さんからはサ

イバー・キャピタリズムというもの、それからそこでの情報

の重要性、これは今の石倉さんの話と一致するのではないか

と思います。だからこそかえって、良い情報ということで、

人脈というのは大事なのではないかというような話。それか

らやはり昔からの意味ではなくて「帝国」という野田さんの

言葉を使われましたけれども、ある種の区分けのようなもの、

そういう意味でのアジアとしてのアイデンティティという

お話がありました。 

 その後、金さんからインターネット社会の不平等さという

ようなこと、そこで日本は情報拠点国家になるべきだという

話、あるいはＯＤＡで情報教育をというような話もありまし

た。 

それからマキトさんからはグローバル・スタンダードの落と

し穴ということで、多様性というのが必要なんだ、世界の４

分の３を占める途上国のことを考える必要があるというよ

うな話。 

それから次に高さんから、地球環境の観点から、われわれの

基本的なライフスタイルの見直しを考えないといけないと

いうお話がありました。それから最後にウイリアムズさんか

ら、仏教とエコロジーの対話ということで、われわれ自身、

日本にいて、日本人は形式的な仏教徒が大部分なわけですけ

れども、あまり普段、そんなことは考えてないわけですけれ

ども、やはり環境の危機というのは概念、倫理、そういうも

の全体の危機なのだという話。それから仏教というせっかく

良いものを持っているわけだから、それをちゃんと伝えるこ

とが非常に大事なのだという、この最後は非常に大事な点だ

と思います。そんなお話がありました。 

 石倉さんはマーケティングということで、さっきお話しい

ただいたことと少し違う視点からお話ししていただきまし
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た。それで今のクラスターと言うのでしょうかね、あるいは

コミュニティと同じようなニュアンスもあるということで

すけれども。距離が近いところにいることの重要性、これは

さっき榊原さんの人脈というのとつながっているのかなと、

この辺りから話を始めていただければと思いますが、榊原さ

ん、いかがでしょう。 

 

【榊原】 先程、申し上げましたように、こういう情報社会

になると、スタンダードな情報というのはだれでも、どこに

いても取れるということになりますから、質の高い情報をど

うやって得ることができるかというのが、最も重要なポイン

トになってくるわけです。ですから今、石倉さんが言われた

ように、クラスターというような形で、その分野の専門家が

集まって、それでお互いに情報交換するというのは非常に有

効ですし、また物理的に集まらなくても、そういう人たちの

ネットワークが出来ていれば、これはインターネットでも、

ファクスでも、Ｅメールでも何でもつなげるわけですから、

そういうもののネットワークが重要だと、そういうことでは

ないかと思います。 

 ただ、例えば国際金融の世界でも、電話とか何かでやって

いても、時々集まって、一緒に何か物理的な接触と言うとお

かしいけれど、一緒に同じ所にいて、飯を食ったり何かする

ということがどうしても必要になりますから、今おっしゃっ

たクラスターという概念と似たような部分ですけれども、そ

ういうネットワークをどう作ることが非常に重要になって

くると思います。その際に、国籍というものはあまり重要視

しないと思う。例えば日本の企業には日本人が多すぎるとい

うことで、もっとマルチナショナルにならなければいけない

というのは、非常に明快ですね。 

 ただ、私が一言だけ言いたいのは、やはり日本人が日本の

文化を知って、日本の歴史を、このごろ日本の文化も、日本

の歴史も知らない日本人が増えてきましたけれども、そうい

うものを知っていて、そういう観点から物事を見られるとい

うのは、これは明らかなコンプラティブ・アドバンテージで

す。ですから日本人であることを捨ててはいけないし、むし

ろ日本人であることを最大に生かしながら、イントラ・カル

チャーと言うんですか、インターカルチュアル・ファーティ

グゼーションみたいなことをやっていくということが非常

に大事です。これだけグローバルで、情報社会になればなる

ほど、日本人であるということ、日本人であるということは

ただ日本で生まれたという意味じゃありません。日本の文化

を知っているとか、日本の歴史というものを深く理解してい

るとか、日本の伝統というものを非常によく分かっていると

か、そういうことの持つ価値というのは実は上がってくるの

です。 

 だからそこのところを理解しておかないと、薄っぺらなイ

ンターナショナリズムというのは、これは最悪でございまし

て、ただ英語がしゃべれてもしょうがないわけです。そこら

辺の理解をやはり深める、石倉さんのおっしゃっていること

とあまり変わらないと思うんですけれども、やはり国籍は大

事じゃないけれども、カルチュアルなアイデンティティを持

っているということは非常に大事だというような感じがい

たします。 

 

【加藤】 ありがとうございます。情報というのはおそらく、

インターネット時代になる前から、世界にあるものはあるわ

けですね。インターネット時代になってくると、１人がアク

セスできる量が増えているというだけで、結局、それは逆に

言えば、みんなが同じ情報を山ほど持っているというだけの

ことかも分からないですね。そういう意味でクラスターとか、

コミュニティとか、今の榊原さんのようなお話になるのかな

と考えたりしています。 

 さっきマキトさんから多様性という言葉が出ました。それ

からウイリアムズさんから日本の宝物をちゃんと伝えるこ

とというお話が出ましたけれども、マキトさん、それからウ

イリアムズさん、どうですか。 

 

【マキト】 先程は革新、イノベーションという言葉が出ま

したけれど、どの分野でもこれからすごく画期的、カギにな

るような役割を果たすと思います。私が理解している限りで

は、あくまでも素人の見方ですが、革新というのは二つのカ

テゴリーに分けられると思います。一つはプロセス、あるい

はプロセス・革新という分野ですけれども、そこでいかに基

礎研究から出したアイデアを商品化する革新だと思います

けれどね。もう一つは、いかにもともとの基礎研究の新しい

アイデアを出すというのが、基礎研究の成果と思いますけれ

ど、そこにも革新が必要だと私は理解しています。 

 どちらかと言うと、私が理解している限りでは、日本はあ

る基礎研究から出たものを、それを商品化するには非常に強

いと思っています。具体的な例を取り上げますと、例えばト

ランジスターという概念はアメリカから生まれて、それを普

通の消費者が、われわれが使えるような商品にしてくれたの

は日本の企業ですね。つまりソニーが世界で最初のトランジ

スターラジオを作り、みんなが楽しく野球を聞かせていただ

くようになりました。それは昔の例だけではなくて、今でも

例えば、ＬＣＤ（液晶ディスプレー）、コンピューターで最

近よく見られる画面なんですけれども、それはまたヨーロッ

パの発明で、概念的ですね。ヨーロッパの発明で、そしてそ
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れをテレビに、あるいはコンピューター画面に導入できたの

はまた日本の企業なのですけれど、多分、石倉先生がおっし

ゃっている革新はもっとベーシックな、基礎研究から生み出

しているアイデア、新しいアイデアということをご指摘して

いらっしゃると思います。それだったら私も同感です。やは

り日本はこれから、そういう普遍的な知識に基づく知識も身

に付けている、あるいは発想できるような人材を育成しない

といけないと私も思っています。 

 

【加藤】 ウイリアムズさんの前に、石倉さん、今、マキト

さんの話に対して。 

 

【石倉】 イノベーションには、プロセスの革新とまったく

新しいブレークスルーの２種類があるということですが、そ

れは先程、日本のアイデンティティは何か、どうやって日本

の強みをいかすか、ということに関連してくると思います。

私が最近心配しているのは、日本には強いところがあるのに、

それを新しい時代にあって、ちゃんと生かしているかいささ

か疑問がある、ということです。昔強かったという力を、枠

組みを変えて見直し、今後も強く有効なものを探さなくては

ならないのです。日本には明らかに強い点があって、ユニー

クな特色もあるのですが、後ろ向きにばかり考えて、昔は良

かった、昔に戻りたいと考えていても仕方がないのです。こ

れからの力として、日本のアイデンティティ、あるいは日本

企業のアイデンティティをどう考えるかということが重要

だと思います。 

 例えば、商品化に非常に強いと言うのであれば、それをど

ういかすか、を新しい情報化の時代に合わせて考えれば良い

わけです。これだけ多種の情報がアクセスできる世の中では、

新しいアイデアを得る方法は、いろいろあります。それを活

用した上で、自分たちの強みを生かすというやり方をしたら

いいと思います。 

 しかし、日本企業は、商品化の力は強かったが新しいアイ

デアは駄目だった、これからは、新しいアイデアが大切で、

商品化はもう全然意味がない、というような議論にとかくな

りがちです。 私は、実はそうではないと思います。 

 商品化という強みを生かした上で、新しいアイデアを創り

出せるような土壌を作る準備をしておく。しかしこれには時

間がかかりますから、当面は、どこかから新しいアイデアを

持ってきて、商品化のプロセスに強いという日本企業の力を

生かすというやり方があると思います。 

 日本では製造業が強いということをよく言われます。「日

本の製造業が復活するためには」ということをテーマに話を

してくださいと、最近よく頼まれるのですけど、私は、テー

マから「製造業」を取ってしまいます。先ほどの「国籍」と

同じで、「製造業の復活」というと、製造業という枠組みで

しか世界が見られない、製造業が強かった昔に戻りたいとい

う議論になってしまいがちなのです。いくら昔が良くても、

時間を戻すという議論は、先程、榊原さんがおっしゃってい

た様に、情報通信がこれだけ進んでいる中では、建設的とは

いえません。新しい世界の中で、日本企業の持つ製造業の強

みをどうやって生かしていくかという、次のステップに行か

なければいけないと思います。とかく「昔は良かったね」、

「ああいう時代に戻りたい」という後ろ向きの話になってし

まう。それが気になります。日本企業の強みは厳然とあると

思いますが、それを新しい時代にどう生かしていくかという

新しい切り口が必要だと思います。 

 これを実際に企業でやろうと思うと、結構、難しいです、

各企業の特色をちゃんと見極めた上で本当には何が強いの

かを洗い出して、個別具体的にやらなければならないのです。

それはかなり難しい作業ではありますが、その作業をやらず

に「昔は良かったですね」「昔に戻りたい」という議論をし

ていても、世の中の動きとは逆行すると思います。 

 

【加藤】 ありがとうございました。今の石倉さんは、イノ

ベーションにおいてアイデンティティは大事だけれども、昔

に戻ると言っても仕方がないと、こうおっしゃったわけです

ね。このことはこのグローバライゼーション全体の話に関し

て、常に出てくる話だと思います。 

 一方で例えば企業の方とお話をする。これは割合、単純に

「いやグローバル・スタンダードがどうだ」って話をしたり、

「おれたちはやはり商売が大切だから、早く何とかしないと

いけない」、そういう話になるわけですね。一方で、さっき

留学生の話の中にもありましたように、だけど多様性が大事

だとか、あるいは地球環境問題の面からもう限界が来ている

のではないかという。こういう人たちは、もっともっと長期

的な話でもあるし、あるいは産業や目の前の経済、商売とち
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ょっと離れたところの議論が多いものですから、どうしても

昔に学ぼうという話が多い。 

 しかし、まあ昔々と言ってもなかなかしょうがないという

石倉さんの話もまったくその通りであって、それで最後にこ

こは難しいという話をしちゃって、まさに難しいんですね。

これはおそらく一番難しいのですけれども、その難しいとこ

ろを、お話をしていただきたいな。さっき、途中になりまし

たから、ウイリアムズさんからお願いします。難しいけれど

も、これをやればいいじゃないかと。（笑） 

 

【ウイリアムズ】 産業と企業から一番離れたのは私みたい

な仏教学者です。（笑）初めに宝物を伝えるというように話

していましたけれど、私にとっては、外から日本を見つめる

ときに、一番、日本ですごいなと思うのは、日本産業とか企

業よりも、お寺とか、歩くこととか、日本の温泉です。日本

の温泉とか、お米とか酒とか、そういうのが一番魅力的な宝

物ではないかと思ってしまうんです。だからちょっと話がつ

ながらないんですけれど。（笑） 

 

【加藤】 宝物の話が出ましたけれども、高さん。 

 

【高】 先生方は、日本の企業がどうやっていくべきかとい

うことを話していらっしゃいますが、私は、環境から見てい

ます。やはり反対の立場をとらないと、ここのパネラーにな

らないと思いまして。私の話は夢物語になってしまうかもし

れないですが。製造業復興も一つの日本の大きな課題ですけ

れども、元に戻ることはなかなか難しい。ただ一つ、ちょっ

と考えていただきたい。「今、みんな幸せですか」と日本の

サラリーマンに聞きたいです。当然、不況でローンが返せな

くなって、それが大変ですね。会社がしてくれないという。

あるいは国がしてくれないという。その前に、実際、バブル

の前に、あるいはローンを借りる前に、自分が何でそんな無

理をして借りるかと聞いたほうが良いのではないでしょう

か。もちろん私、個人の責任を責めたくないわけですね。そ

れはやはり社会の潮流でもありますから。皆さんが買ってい

るわけですね。ですから大量消費というライフスタイルが生

まれる。社会が個人に、あるいは失礼な話でいうと、国がそ

のＧＮＰをもっと上げようと、どんどん仕掛けていく。中国

は今やろうとしているわけですね。でも中国の場合はやはり

老後は保証制度が少ないから、10％から２％まで金利が下が

っても貯金するんですね。老後だけ。 

 ちょっと変な話をしますけれども、２人のおばあさんがい

まして、１人はアメリカのおばあさん、もう１人は中国のお

ばあさん。同じ日に亡くなりました。それで天国で神様に会

いまして、アメリカの方が「私はやっと昨日でローンが全部

返せました。このマンションにずっと住んでいました」。中

国のおばあさんは「私はやっと昨日家を買いました。マイホ

ームを買ったとたんに死んでしまいました」。東洋は発想が

根本から違うんですよ。その中国のおばあさんは、多分、ア

メリカのおばあさんと同じくらい幸せと思っているわけで

す。さっきの多様化ということがありましたが、いろいろな

価値観がありまして、いろいろで良いのではないかと私は思

います。 

 ただ地球環境は、皆さん共有のグローバルなものでありま

すので、国益よりも地球益、これはまだ夢物語ですけれども、

こういう点から転換しないと逆に国は残らないのではない

かと、私は思います。 

 

【加藤】 「あなたは今、幸せですか」なかなか、これは大

変な質問ですけれども。 

 

【榊原】 話が大分拡散しましたけれども、少しまとめる方

向で、私は大蔵省を辞めて、非常に幸せでございますけれど

も。（笑）二つぐらいトピックスがあると思います。一つは

日本の企業がどうあるべきかという問題の立て方をするの

は、おそらく間違いだろうという気がいたします。もう日本
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の企業とか、アメリカの企業とか、フランスの企業とか、そ

ういう概念は捨てたほうが良い。企業は企業だと、たまたま

日本人が多いとか、たまたまアメリカ人が多いとか、たまた

まフランス人が多いと。世界の今のインターナショナル・コ

ンペティションの状況というのは、そういう状況になってい

ますね。ですからフランスのルノーと日本の日産が一緒にな

るとかいう、自動車産業でいったいどこの国の自動車会社と

いうような概念はなくなってくると思います。 

 例えばトヨタが本当にグローバルに強い自動車会社なら、

日本というアイデンティティは恐らくなくなるし、なくなら

なければならないということが一方であると思います。です

から、日本人がどうしても日本の企業とか、日本の国とか、

常にそういう発想で物を考えるということ自体をも、ラジカ

ルに変えていかなければならないという気がいたします。 

 そういった一方で、私は相変わらず日本文化が大事だと、

こう言いたいわけです。そういう企業の中で新しいイノベー

ションをしていくときに、一番われわれにとって有利な状況

というのは、われわれが日本文化を知っており、日本の伝統

というのを身に付けているということだと思います。これは

もうソフトの社会では昔から認識されていることで、ファッ

ションの世界とか、料理の世界とか、そういうところにいる

人たちは、日本人であること、日本人が持っている感性、そ

ういうものを使ってグローバルに展開しているわけです。個

人が持っている文化的アイデンティティは捨ててはいけな

いけれども、日本の高度成長の中で非常に成功裡に展開して

きた企業も、日本の企業であるというアイデンティティは捨

てるべき時期に来ている、それをやらないと日本の企業は外

国の企業にやられると、それだけの話です。私はそういうこ

とで日本の企業を守る気は全くありません。外国の銀行なり、

外国の証券会社が日本の銀行を倒すようになれば倒しても

良いと、そこで日本人のアイデンティティを持った、日本の

文化なり、日本の伝統なりを身に付けた人がそこで立派な仕

事をしていけば良いと、そういうことでありますから、その

辺の発想の転換が非常に必要だなという気が一ついたしま

す。 

 それからもう一つ、環境問題について言えば、これは要す

るに、ここ200年の西欧近代の終わりということだと思いま

す。産業革命に始まった、一つの西欧近代が終わりの時期に

入ってきている。ですから先程の私の話につなげて言います

と、産業革命以来の200年の展開が、一つ終わりに来て、新

たな展開が始まりだした。その中で非常に重要なイシューは

環境という問題であって、環境に対してやさしい社会をどう

作るのか。情報化の進展の中で、それがどういう形で情報と

環境がインターアクトしていくのか。それをうまくインター

アクトさせることによって、企業のイノベーションも生まれ

てくる。そんな社会に恐らくなってくるだろうと思います。

ですから、このままいけば環境問題から、恐らく二、三十年

のうちに、このグローバル・キャピタリズムは崩壊しますし、

それから情報化という面から言っても、今のような荒々しい

情報化のままでいった場合には、恐らく二、三十年で、この

グローバル・キャピタリズムは崩壊します。中長期的に見れ

ば、あるいは若干、哲学的、宗教的に考えれば、崩壊を一度

したほうがいいという考え方もあるかもしれませんけれど

も。まあ、今の私の立場からするとあまり崩壊してもらって

は、まずいのではないかなというような気がいたします。 

 ポストモダンとよく言いますけれども、西欧近代が終わり

に来たということははっきり認識しなければいけない。それ

を逆に言うと、やはり日本的なエトスというか、先程、仏教

の話がありましたけれど、仏教からわれわれが学んだものと

か、そういう東洋的、あるいは日本的、そういうものの考え

方がこれからの展開の中で大きなプラスになっていく、そう

いう側面を含んでいると思いますね。われわれがむしろ西欧

に対して発信していかなければならない時期に来ている。わ

れわれ、これは日本だけではなくて、中国とか、東南アジア

とか、インドとか、そういうものを含めて考えて、われわれ

が発信できるものがある。ポストモダン、あるいは西欧近代

の後をレジットメットな形で受け継いでいくのは、やはりわ

れわれが持っている伝統、アジアの文化、そういうものでは

ないかということです。いろいろあった議論、何とかつなげ

てみようと思って努力いたしましたが、うまくつながったで

しょうか。 

 

【加藤】 ありがとうございます。榊原さんにバトンタッチ

したほうがいいかも分かりません。今、榊原さんの話の中で

も、情報発信していくというお話がありましたけれども、金

さん、いかがですか。 

 

【金】 榊原先生の話のフォローになるかどうかは分かりま

せんが、デジタル・エコノミーという言葉があります。デジ
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タル化された情報が非常に重要であるということだと思い

ますけれども、日本のグローバル化を推進する上で、日本か

ら外に出る、日本が外に出す情報、それもデジタル情報が非

常に重要であるというのは、皆さまの意見が一致するところ

であると思います。それが商品化とつながってもいいし、つ

ながらなくてもいいわけですけれども、先程、お寺の話です

とか、温泉の話ですとか、日本の文化の話ですとか、日本の

においがするもの、そういったものをまずデジタル化する。

そういったデジタル化された情報ないしコンテンツを世界

に出す。その世界に出されたコンテンツ情報をめぐって仮想

のコミュニティが形成される。そこでこれまでの日本の文化

や伝統が染み込んだ日本のイメージ・メーキングができる。

そういった作業というのは非常に大事ではないかと、私は考

えております。 

 若干違う話になりますけれども、インターネット・ビジネ

スの話ですが、非常に小さい企業ですとか、多様な主体に機

会を与えるというふうなことは間違いないと思います。それ

はほかでもなく、今まで以上に弱肉強食の世界に入ったとい

うことを意味するものではないかと、私は考えています。特

にインターネットの世界に入ると、先発者優位の法則と言う

んですか、マイクロソフトはそうですし、アマゾンがそうで

すけれども、まず早いものが勝ち、始めたものが市場を独占

して、ほかの後発者は入ってこないようにすると、そういう

怖い法則が働くわけです。そういったことを考えた上で、企

業の戦略なり、経営戦略なりを立てないと、ちょっと付いて

いけないのではないかという気がいたします。 

 また、インターネットやグローバル化がらみの話では、効

率性の観点から離れて、規範的な側面を考えた場合に、国家

の役割は依然としてあるのではないかと私は考えています。

身近な話として、ポルノ関連の情報がインターネットの中で

５割以上を占めているという報告があります。そういった情

報を国家は、法的に、制度的にどういうふうに対処するかと

いうのも非常に大きな意味があると思います。アメリカのイ

ンターネットポルノ産業は世界のあちこちからのアクセス

によって、ものすごい利益を上げているわけです。そういっ

た利益との関連もありますが、とりあえずポルノの規制関連

とか、著作権ですとか、そういったものに対する国家の役割

は依然として重要であると思います。 

さらに、国家の役割については、国民がインターネット

という媒体を活用できるように、国家が積極的な政策をとる

べきだと思います。まず小学校の教育から始めて、みんなが

気軽に使えるようにすることとか、料金の問題ですとか、常

時接続の問題ですとか、政府が取り組むべき対象は多いと考

えています。 

 

【加藤】 ありがとうございます。早い者勝ちの経済と、そ

れからやはり国家の役割というのは大きいのではないかと

いう話ですが、国家の役割のほうは後で榊原さんにもう一度

お話を伺いたいと思いますが、早い者勝ちの経済について、

石倉さん、いかがでしょう。 

 

【石倉】 ネットワークをベースにした業界は大体、早い者

勝ちになってきています。例えば、データをどれだけ早くか

ら集めるかの勝負になります。データベースはたくさん蓄積

した方が勝ちです。amazon.comもそうですけれども、

amazon.comが持っている顧客のデータというのは非常に膨

大で、後から誰かが出てきても、とてもそれに対抗できませ

ん。Amazonも、ここまで来ると、ブランド力も、それからそ

れに付随して信用力も圧倒的なものを持つという状況にな

っているのです。 

 以前は、いろんな人が失敗した後で一番良さそうな戦略を

探して、後から、その戦略で業界を制覇するという方法が有

効だった時代もありますが、ネットワークをベースにした業

界の場合は、顧客ベースをいかにはやく作るか、顧客のデー

タベースを先に作るかが、非常に強力な競争優位性になりま

す。そうなると、先に入った方が強いということになります

ので、この傾向は多分、これからも続くと思います。 

 こうなると、企業戦略も考え方を変えなくてはなりません。

完璧なものを、時間をかけてもいいから作るというよりは、

先に早く製品やサービスを出して、それでお客さんをつなぎ

止めていく。企業の立場としては、やりながら力を付けると

いう方法が重要になってくるわけです。ですからあまり完璧

に100％正しいものを作ろうというよりは、早くやるという

スピードとか時間の観念が重要になってきます。 

 一方、先程情報発信のところでも出ましたけれども、消費

者の立場から言うと、たくさんある中でどうやって良いもの

を見出だすかということの重要性が増すのです。消費者の責
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任が大きくなってくるのだと思います。情報はいくらでもあ

る。しかし、スクリーン上に出てくる情報と実際はかなり違

います。そこで、どれだけ違う可能性があるのかを、個人個

人が自分で認識しなくてはならない。ひとつでなく、いろい

ろな情報源から情報をとるとか、必ず裏をとるとか、自己防

衛的なことをやらないと、難しいだろうと思います。そうで

ないと、非常に恐ろしいことが起こる可能性があります。 

 ですから、情報を発信することも、もちろん必要ですけれ

ども、情報を判断するとか、分析するとか、本当に正しいの

かどうなのか考えるという力も、消費者としては、非常に重

要になります。個人がかなり重要な役割を果たす。個人の責

任でいろんなことをやらなければならない社会になると言

えると思います。 

 

【加藤】 ありがとうございます。じゃさっきの国家の役割

について、榊原さんに伺いたいと思うんですが、今の石倉さ

んのお話というのは、要するに個人が賢くないといけないと

いうので、そんなにみんな賢くなれるかなという感じもする

んですね。一つのことに賢くても、そんなに何でもに関して

賢くというのは、ほとんどの人はなれないわけですから、そ

ういう意味ではやはり、そこは国家の役割なのかどうなのか

分かりませんけれども、そういうことも含めてお願いします。 

 

【榊原】 国家の役割の前に先行メリットということについ

て、若干、コメントいたしますと、今、石倉さんの言われた

とおりで、そういう状況が加速するわけですね。そういう状

況が加速するときに、日本の企業というのは非常に不利です

ね。今の日本の企業、役所を含めて、日本の大組織の状況と

いうのは、いろんなアイデアが出てきたとき、それをたたく

ことに有能な人は山ほどいるんですけれども、走りながら考

えていく、しかもリアルタイムでリアクトしていく、そうい

う人材が非常に少ないですね。そういう人は大体、組織で偉

くなってないわけでございまして、そこのところを大きく変

えていかないと、この情報化社会に日本は付いていけないで

すね。 

 若干、不正確なものでも、最初に出てしまうということで

す。僕はよく国際会議でそういう場面に遭いますけれども、

何か言われたときに、若干、不正確でもドーンと１回言って

おくと、それで相手が引っ込んでしまうというところがあり

ますから。そういう80％とか85％でも、ともかくやってしま

うのだと、走ってしまうのだという、そういう発想になって

いかないと。大体、皆さん、98％か99％正しいということし

かやりませんから、間違ったことを平気でやる人間を育てて

いくということが、場合によると間違っていないかもしれな

いということですね（笑）。平気である人間を育てていくと

いうことが非常に重要だと思います。 

 それから、加藤さんの言われた個人はそんなに賢くないっ

てことですが、個人はそこそこ賢いです。そこそこ賢いです

けれども、いろんなことの選択が全部、個人に来るというの

は、これは無理ですね。無理ですから、やはりどういうネッ

トワークを作って、個人を保護するのかということが、国な

りコミュニティなり、そういうものの役割になってくると思

います。 

 アトミスティックな個人に社会を還元して、そこの責任だ

っていうのは、ちょっとそれは気の毒です。私は金融の世界

にいますけれども、金融のことも個人で、国際企業のことも

個人で理解しなさいと言っても、それは無理ですね。ああい

う専門的な世界のことを少しだけ勉強して分かるわけあり

ませんから。そうなってくると何かインフラストラクチャー

が必要だ。それはルールであり、規制であり、それは国家の

役割か、地方自治体の役割か、そういうものになってくるだ

ろうと思います。 

 ただ問題はこれだけの情報化社会になってきたとき、さっ

きのポルノの話にもありますけれども、これは国だけではで

きないんですね。必ず国家が規制すれば、何かそれを回避す

る手段が出てきます。例えば金融の世界で言えばオフショ

ア・マーケットという規制のないマーケットがあって、そこ

を活動の拠点にして、規制を逃れるということがありますか

ら、私はポルノの世界のことはあまり知りませんけれども、

同じような規制回避の流れ方が、恐らくあるんだろうと思い

ます。ですからグローバルになったときに、当局というか、

政府のほうもグローバルにこれに対応しないと、結局、有効

なルールができないですね。国際金融の世界の問題はそこで

ございまして、そこがなかなかやはり実際問題としてできな

い。つまり情報化あるいはグローバル化のほうが先に進んで

しまって、それに対抗するというか、それを制御する、モニ

ターするメカニズムというのは出来ていないわけですね。そ

のメカニズムをやはり早急に作らないと、さっきの私の話に

戻りますけれども、まずシステムが崩壊するということが先

に起こるでしょう。逆に言うと、システムが崩壊しないとそ

ういうものができないのかもしれません。中央銀行制度がき

ちっと出来てきたのは大恐慌の後ですから。大恐慌の教訓で

中央銀行で貨幣をコントロールするようなことが出来たの

で、やはり情報をコントロールするというのはサイバー資本

主義が崩壊した後じゃないと出来ないかもしれません（笑）。 

 しかし、崩壊する前に出来るだけインターナショナルなネ

ットワークでそういうものをやっていくべきです。恐らくこ

れは政府だけじゃなくて、ＮＧＯとか、いろんな形でインタ
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ーナショナルに活動する人たちが協調しないとやっていけ

ない。そういう問題だろうと思います。ネーション・ステー

トという19世紀、20世紀の国家というのは崩れつつあるわけ

ですから、そうなってくるとどういう形で国家を超えたルー

ルを作っていくのかということが、これは政府なり、そうい

うところにいる人たちにとって非常に大きなチャレンジだ

と思います。非常に難しいと私は思います。難しいけれども、

それはやっていかなければならないことじゃないか。 

 それから、インターネットの規制なんかやりますと、個人

の自由とか、言論の自由とか、そういうことと絡んできます

から、それに対して、どういう回答を用意するのかというの

も非常に難しい問題ではないかと思います。 

 

【加藤】 先程、石倉さんからも大変難しい、今、榊原さん

からも大変難しい、なかなか難しいのはもともと分かってい

る話ではあるのでしょうけれど。 

 時間が迫っていますが、もしご質問なり、一言、これを言

っておきたいという方がいらっしゃいましたら。恐縮ですけ

れども、１分ぐらいでお願いします。 

 

【木内】 木内と申します。私、初めて出席させていただい

て、本当に国際交流を体験いたしました。この４人の外国か

らいらしてらっしゃる方が難しい日本語を駆使なさって、こ

んな立派な発表をなさったのは素晴らしいと思います。 

 私、外国に夫の仕事の関係であちこち行っていたのでござ

いますけれども、留学生の方に、伺いたいと思っていたこと

があります。タイに十数年前におりました時、留学生の皆さ

んとお話をする機会があり、日本に留学していても、学校と

４畳半の小さなアパートや寄宿舎の間をただ通うだけで、日

本人のお家にも行ったこともないし、交流もあまりなかった

とい方が多かったのです。先程、中曽根先生のお話で1983

年には１万人だったのが、今、５万人と伺いました。今、日

本にいらしていて、日本人のお家にいらしたり、交流があっ

て、「ああ、良い気持ちだった」、日本人の本当の友だちが出

来たというような方が、この５万人の中にたくさんいらっし

ゃるでしょうか。国際交流というのは、結局、１人１人の交

流でもって、「ああ、素晴らしい国だった」ということで、

良い関係が生まれると思うんですね。何十年も前に慶應に行

っていたというタイの大蔵大臣がそういう話をしてらした

時に、私は今、日本にいらっしゃる留学生がそういう交流が

あるのかどうか、日本人には随分呼んでいただいているのか

どうか、それを伺いたかったんです。 

 

【加藤】 今のご質問に対して、４人の方を含めて会場の留

学生の皆さん、後のレセプションで「いや、実は満足してい

る」とか「してない」とか、お話していただければと思いま

すので、私から代わってお願いをしておきます。 

もうほとんど時間がないですけれども、結局、グローバル

になればなるほど、ローカルなところをちゃんと押さえてな

いといけない。ローカルなところというのは、結局、「おれ

は何なんだ」「おれは何をするのか」という、そういう意味

での、さっきからアイデンティティという言葉が出ています

けれども、それをきちっと教えて実行することなのかなと、

私は思ったりしております。あと、これだけはちょっと言っ

ておきたいということがあれば。 

 

【ウイリアムズ】 じゃ、最後にジョークで終わりたいと思

います。 

 

【加藤】 最後を締めてください。 

 

【ウイリアムズ】 私の友だちのドイツ人ですが、赤い髪を

して、日本で留学生をしています。やはり外国人が日本で勉

強すると、みんな「ああ、外人だ、外人だ」というような経

験が多いと思いますが、彼女が近所の銭湯に行くんです。や

はり留学生はお金がないから、自分の家にお風呂がなく、銭

湯に行く。それが日本人との出会う一つの場所であるわけで

すけれど。そこでやはりおばあちゃんたちが多くて、赤い髪

をしているので、ジロジロ、毎回、見られているんです。見

られることに慣れるまでは時間がかかりまして、怒っていた

んですね。そこで、日本語を勉強して、日本語のセンテンス

を一つ何か言ってやろうと思って、そのおばあちゃんたちに

「私もニンジンです」と言いました。（笑）「私もニンゲンで

す」というのをニンジンと言いまして、そしてもちろんニン

ジンというのはオレンジの色なので、もう爆笑になってしま

いまして、その銭湯には通えなくなったんですが（笑）。こ

ういうことを通じて、何とか日本で、銭湯とかで、こういう

ことに慣れたり、楽しい変な経験もあったりして、留学生は

暮らしています。 
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【加藤】 時間が来ましたので、この辺で終わりたいと思い

ます。最後は銭湯の話で締めていただきました。まあやはり、

それもアイデンティティだろうと思います。ありがとうござ

いました。（拍手） 

 

【佐藤】 加藤さん、パネラーの皆さん、どうもありがとう

ございました。すみません、時間が足りなくて未消化の部分

は、この後、レセプションのときにパネラーの先生とか、留

学生の方々とどうぞ直接、お話しいただければと思います。 

 本日は渥美国際交流奨学財団設立５周年記念シンポジウ

ム「グローバル化戦略：持続可能な世界をめざして」という

ことで、皆さんと一緒に勉強させていただきました。グロー

バル化を今日の私たちほど、いろいろな方向から考えた人は

いないのではないかというぐらい、環境とか、経済とか、宗

教、教育、国家の役割とか、いろんな方向から考えたと思い

ます。どうせ押し寄せてくるグローバル化ですけれども、こ

れをボーッとして迎えるか、またはちゃんと戦略を持って迎

えるかによって、大きく何か将来が違うような、そういうこ

とを私は実感しました。 

 これをもちまして、本日のシンポジウムを終了いたします。

皆さま、ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

 

 

プロフィール 

 

●加藤秀樹（かとう・ひでき） 

構想日本代表・慶應義塾大学総合政策学部教授 

京都大学経済学部卒。大蔵省証券局投資管理室長、財政金融研究

所研究部長、大蔵官房企画官を経て、１９９６年退官。同時に政

策立案シンクタンク「構想日本」設立。１９９７年より慶應義塾

大学教授。渥美財団評議員。 

 

●石倉洋子（いしくら・ようこ） 

青山学院大学国際政治経済学部教授 

上智大学外国語学部卒。バージニア大学経営学修士。ハーバード

大学経営学博士。マッキンゼー＆カンパニー勤務の後、１９９２

年より現職。バージニア大学ビジネススクール客員教授、行革規

制改革委員など。渥美財団理事・選考委員。 

 

●佐藤直子（さとう・なおこ） 

ナオコ・カンパニー代表 

学習院女子中高等科卒。ヒューストン大学留学（ジャーナリズム

専攻）。高校時代からテニスプレーヤーとして活躍。オーストラ

リアン・オープン、ベスト８。ウィンブルトン出場１７回。テニ

スだけでなく、講演、執筆、テレビ・ラジオ出演などコメンテー

ターとして幅広く活躍中。渥美財団理事。 

 

 


